
19 Management & Technology for Creative Kyoto 2017.7・8 20Management & Technology for Creative Kyoto 2017.7・8

技術トレンド情報

中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談、講習会、セミナーなどを中心に、中小企業等の支援を行っ
ている京都発明協会の行事をご案内します。

京都発明協会からのお知らせ（7～8月）

知財専門家（弁理士と弁護士）による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

「知財総合支援窓口」では、特許や商標など知的財産に関する様々な悩み・課題について
幅広く相談を受け付け、窓口に配置する窓口支援担当者のほか、知財専門家（弁理士・弁
護士等）や関係する支援機関と連携して解決に向けたアドバイスを無料で行います。ま
た、窓口において課題解決ができない場合には、中小企業等（個人事業主・創業予定の
個人を含む）への直接訪問や知財専門家との共同での支援により課題に対応した提案
をします。

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）
◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00
◉対　　　象　中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先

◉日　　　程　毎週金曜日（休日、祝日を除く）
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30

「産業財産権相談会」
産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です。

弁理士による相談
知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意点
等の知的財産全般について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程

弁護士による相談
知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産に関する契約への助言、侵害警告を受けた場合の対応、知的財産を巡る
訴訟、権利活用上の留意点等の知的財産に関する問題について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程　７月１９日 拾井　美香 氏　　　　８月２３日 伊原　友己 氏
◉相談時間帯　13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ

一般社団法人 京都発明協会

７月  ４日 大坪　隆司氏　　　　７月２５日 三宅　紘子氏　　　　８月１０日 笠松　信夫氏
７月  ６日 佐野　禎哉氏　　　　７月２７日 大西　雅直氏　　　　８月１７日 上村　喜永氏
７月１１日 小林　良平氏　　　　８月  １日 大坪　隆司氏　　　　８月２２日 齊藤　真大氏
７月１３日 奥村　公敏氏　　　　８月  ３日 宮澤　岳志氏　　　　８月２９日 三宅　紘子氏
７月１８日 齊藤　真大氏　　　　８月  ８日 小林　良平氏　　　　８月３１日 河野　　修氏

◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室

弁理士による“府内巡回”知財相談会（無料）
― 産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です ―

◉日　　　程 ７月１３日 福知山商工会議所（福知山市字中ノ27）  河原　哲郎 氏
 ８月２４日 京都産業２１けいはんな支所　けいはんなオープンイノベーションセンター「KICK」
  （関西文化学術研究都市：京都府精華・西木津地区）  川原　和也 氏
◉相談時間帯　13：30～16：30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の15：00までにご連絡ください。弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。
お近くの方は是非ご利用下さい。

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡ください。

知財相談員による知財相談会（無料）場 所／京都発明協会 相談室
※いずれも事前予約制です。「知財総合支援窓口」

〒600-8013京都市下京区中堂寺南町134　京都リサーチパーク内　京都府産業支援センター2階
TEL：075-326-0066（窓口直通）/075-315-8686　FAX：075-321-8374　〔http://kyoto-hatsumei.com/〕

知財勉強会（初級・中級）開催のご案内
初級レベルの知財勉強会(７回)中級レベルの知財勉強会
(５回)シリーズで実施。

◆初級

◆中級

第2回7月13日
特許と実用新案の実務、簡単な調査方法の紹介
第3回8月10日
商標と意匠の実務、簡単な調査方法の紹介
講師：京都発明協会　窓口支援担当者

第1回7月20日
経営と知財『経営に資する知財』～知財人材の育成～
①（株）SCREENホールディングスの事例
　京都発明協会　和田 宏隆
②ヤンマー(株)の事例
　ヤンマー(株) 知的財産部長　清水 幹久 氏

情報セキュリティのお話 ～ HTTPS（HTTP over SSL）～
　今年４月に当センターのWebページのURLを [https://www.kptc.jp]に変更しました。このURLの冒頭部「https」は「HTTP over SSL」を
表し、Webページデータの通信(HTTP)を暗号化し、情報セキュリティ対策をする仕組み(SSL)を使って通信することを意味します。昨今、情
報流出の防止や通信の信用性確保のため、ひろく採用されているこのHTTPSについて紹介します。

 １．HTTP と情報セキュリティ

　多くのWebページのURLは「http」（最近では「https」）で始まります。こ
の「http」はHyperText Transfer Protocol（HTTP）のことで「ハイパーテ
キストを通信するための規約」という意味です。平たく言えば、「単なる文章
だけでなく、その文章の体裁、ページや画像へのリンクなどを織り込んだ
データを通信するための方法」を指し、ブラウザ上に画像やリンクの表示、
検索エンジンでの検索ワードやサイトへのログインのパスワードなどの入
力、やりとりができる仕組みとなっています。
　このHTTPを用いた通信は現在、非常によく使われているのですが、その
ままでは情報セキュリティ的に問題があります。その大きな問題が「通信内
容が丸見え」というところです。例えば、通販サイトでクレジット番号を入力
した場合、HTTPのままだとネット上をクレジット番号がそのまま流れます。
これを第三者が傍受すれば、番号が分かってしまいます。また、通信時には
上記の①「盗聴傍受」の他、②通信内容を書き換える「改ざん」、③正当な通
信相手への「なりすまし」などの危険があります（図１）。
　このような危険を排除する
ため、現在HTTPによる通信に
SSL(Secure Sockets Layer)
もしくはその上位のTSLとい
う技術を用いた通信が使わ
れています。これがHTTPS
（「HTTP over SSL」もしくは
「HTTP Secure」とも。）と言
われる通信です。

 ２．HTTP over SSL ‒暗号化について-

　SSLは通信において暗号化技術などを提供する仕組みです。例えば「盗聴
傍受」に対しては暗号化通信を行います。暗号には「共通鍵暗号」と「公開鍵
暗号」という２つの種類があります。前者は暗号化に必要な情報（鍵）が１つ

で、暗号化と復号（暗号化の解除）のどちらもこの鍵を使います。このため通
信の送受信の両者とも同じ鍵を使う必要があるため、この鍵自体を暗号化
して通信する必要が出てきます。（一般に、「鍵配送問題」と言われます。）
　一方、公開鍵暗号は暗号化と復号で別の鍵を使います。このため復号の
鍵を秘匿（秘密鍵）にしておけば、一方の暗号化の鍵を公に（公開鍵）しても
問題がありません。ですので、何も気にせず相手に公開鍵を教え、情報を暗
号化してもらい（この復号は世界で自分しかできません。）相手と暗号で通
信ができます。ただ、共通鍵暗号にくらべて暗号化と復号に手間がかかるた
め、SSLでは公開鍵暗号を使って共通鍵暗号の鍵を共有し、処理が軽い共通
鍵暗号で通信を行います。
　また、この他にも改ざんの有無や通信相手の正当性を保障するために
「ダイジェスト認証」や「デジタル署名」等の技術が使われています。

 ３．HTTPSの確認

　「https」で始まるサイトにアクセスした時にはアドレスバーに鍵マークが
出てきます（図２）。このマークはSSLを利用した通信が行われていることを
示すもので、通信が暗号化されているかを確認できます。ただ、「URLが
httpsで始まっている」・「鍵マークが表示されている」からといって、確実に
安全というわけではありません。SSLにも種類があり保障するレベルが異な
ります。また、HTTPSで通信したとしても、そのデータ保管方法がずさんで
あったり、通信画面の盗撮・覗き見があれば意味がありません。
　情報は一度流出すると、取り返しがつきません。より安全な通信を確立す
るために、このような暗号化通信などの対策を活用いただくとともに、日ご
ろの通信の中でも情報セキュリティについて、常に意識いただくことをお薦
めします。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

SSL通信が確立していると鍵マークがでます。

図1　通信時の危険

図2　ブラウザの表示（Internet Explorerの場合）


